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青森県における冷害地帯の水稲安全多収

栽培に関する研究　第1報

相　馬　幸　穂・今　井　繁　男・工　藤　富　夫

（青　森　県　負　託）

1．は　し　が　き

戦後，稲品種改良の進歩と肥料事情の好転により倒伏

・病害虫はもちろん，低温年には冷害を請発助長してい

る現状に鑑み，これが適正なる施肥の限界を把握すると

ともに，健百・早植・深耕などの諸技術を組合せ以って

綜合的に完全多収を図る目的として冷専常習地帯の蟹田

及び野辺地において昭和28年より5ヶ年聞試験を実施し

た．

2．試　験　方　法

改善栽培は保温折衷苗代またはビニール畑苗代で早播

・早植・深耕による，また慣行栽培は従来の水苗代が保

温折衷苗代による普通栽培で行った．

田

3．成　績　概　要

蟹田試験地は津軽半島北部で第4紀沖積層からなり．

蟹即日流域の浅耕粘質土で冷考やイモチ病の被害がかか

り易しい地帯である．

野辺地は野辺地湾に臨み気候的にはヤマ七と低温によ

る遅延型冷書地帯である．なお成撥の概要を年次別にみ

ると次のとおりである．

昭和28年，各試験地とも初年日であり，地力の不均一

により改善効果の傾向は判然としなかったが，野辺地に

おいて改善栽培は4～5日の出穂促進と増収効果が認め

られた．

昭和29年，不良天候のため初期生育は頗る不良で6月

9，10日の強霜，9月26日の15号台臥10月10，11日の

霜車があり，蟹田は成熟期にたっしなかった．各試験地

において改善栽培は慣行栽培に比し出穂促進・梓長・穂

数・穂長も優り多収を示した．また窒素増量に伴い倒

伏・不稔の多発により減収となった．
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昭和30年，改善栽培は慣行栽培に比し蟹田は出租遅延

をみたが，野辺地は出穂が促進し改善裁培は各試験地と

もに生育良好で多収を示し，蟹田は窒素1．5貫が最も多

収で窒素2．0貫以上になると梓が軟弱で屑米が多い．野

辺地は窒素の多いほど多収をみた．

昭和31年，改善栽培は両試験地において出穂が5′〉6

日早まり各要素とも優った．また窒素1．5貫区が多収で

窒素増量に伴い倒伏と不稔の発生が多く野辺地において

は頚イモチ病の多発も原因して減収となった．

昭和32年，改善栽培は慣行栽培に比し，増収の効果が

認められた．また窒素肥料は2．0貫を限界に稔実悪く屑

米の多発・倒伏による米質の低下がみられた．

3．む　　す　　び

改善栽培は慣行栽培に比し，生育が促進し増収が認め

られた．

昭和29年の冷書年において，健百・早根の耕種改善栽

培をすることによって増収効果が顕著にみられた．
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窒素肥料は両試験地ともに1．5貫内外が遠見と思われ　と思われる．

る・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同一栽培条件では窒素肥料の増用により，生育遅延・

保護苗代，特にビニール畑苗代は両試験とも4月10～　出穂不揃・倒伏・稔実不良など冷害を助長した．

15EHこ播種し，5月20日前後の早栂によって増収が可能

生　育　並　び　に　収　量：■調　査


